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栃木県宇都宮市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり ●

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし ●

確定 ● あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ●

見込み

※全ての指標について記入

16,001

目標値

17,683

73,660

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

地区公園及び近隣公
園の利用範囲

指　標 従前値

〇

16

見込み・確定
の別

36 〇

△

店舗 41

1年以内の
達成見込み

①73,660
②200,670

①R4年3月
②R7年３月

107

25,906

280,000

計測時期

R　　年　月

R　　年　月

〇

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 空き店舗数

1年以内の
達成見込み

新型コロナウ イルス感染症の５ 類
への移行により，市民行動の変化な
どから大幅に改善している。しかし，
目標値には達成していないことか
ら，引き続き，イベント等が開催しや
すい環境づくりに努めながら，目標
達成に向けて取り組む必要がある。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

△

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

％ ―

総合所見

地域生活基盤施設等の整備による
人の往来の増加や中心商業地の出
店促進補助による店舗数の増加な
ど空き店舗数の減少に寄与してい
る。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

高次都市施設の整備などにより，宇
都宮駅周辺の人の往来の増加に寄
与している。

新型コロナウイルス
感染症後の社会経済

影響による

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

地域生活基盤施設等の整備やオー
プンカフェの実施などにより，中心商
業地の人の往来の増加に寄与して
いる。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４
オリオン市民広場の
集客数

人／年 254,630

指標２
都市拠点の地価上昇
率

指標６
東西自由通路
歩行者・自転車通行
量

人／日 14,143

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

地域生活基盤施設等の整備や商
業・オフィス，医療等の都市機能の
集積などにより，都市拠点の地価の
上昇に寄与している。

25,915 R　　年　月

110

事後評価

見込み・確定の別

62.8

指標５

水上公園の整備により，災害時にお
ける一時避難場所として指定し，地
域の防災性の向上に繋がった。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３
歩行者・自転車通行
量

人／日 24,780

その他の
数値指標１

％ 52.7

※フォローアップの必要のある指標について記入

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

R　　年　月

総合所見

R　　年　月〇

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

地区公園及び近隣公
園の利用可能人数

人 50,894 54,970 54,067

公園が利用可能となる地域は拡大
したものの，人口減少が進んだた
め，目標を達成することはできな
かった。フォローアップとして，市民
が身近に利用できる公園の圏域を
指標とする「その他の数値指標１
（地区公園及び近隣公園の利用範
囲）」を新たに設定した。

△ R　　年　月



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

具体的内容 実施時期

・引き続き，まちなかへの居住促進に向け，市民等が気軽に立ち
寄れるオープンハウスの実施や事業者への個別訪問などあらゆ
る機会を通して，まちづくりの考え方や居住・都市機能の誘導や
オフィス企業の誘致に係る支援策のＰＲを継続して行いながら，
各種施策を実施していく必要がある。

・居住誘導区域等への転入・転居を促進するため，本補助制度に
ついて，不動産事業者等と連携したPRのほか，移住定住相談窓
口「miya come（ミヤカム）」や市公式エックス，フェイスブック等の
各種媒体を活用し，主たるターゲットである若年層等への効果的
な周知などに取り組む必要がある。

今後の課題　その他特記事項

・引き続き，「オリオン市民広場」や「ユニオン通り」，「宮島町通り
（通称：餃子通り」など整備した施設が継続的に有効活用されるよ
う，イベントなどが開催しやすい環境づくりに取り組む必要があ
る。また，官民が連携したオープンカフェや既存公園などゆとりあ
る公共空間を有効に活用し，有機的に結び回遊性の向上を図り
ながら，それぞれの取組の相乗効果も高められるよう，来訪者の
増加や滞在しやすい環境づくりに取り組む必要がある。
・「オリオン市民広場」の利用客数は，年々，伸びていることから，
引き続き，イベント等が開催しやすい環境づくりに努めながら，目
標達成に向けて取り組む必要がある。

・地域主導に加え様々なプレイヤーによる取組を促進するため，
それぞれの取組内容に応じた実効性のあるサポートを行う必要
がある。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

住宅取得補助の上限額の引き上げなど，補助制度を拡充し，ま
ちなかへの居住促進を図っている。

・また，居住・都市機能の誘導に係る支援策やオフィス企業の新
設・増設に係る支援策など，様々な施策について，事業者訪問
や広報紙掲載などを通したＰＲ活動に加え，自治会単位での意
見交換会を行いながら，都心部まちづくりを推進している。

実施した結果

・2023 年5月以降，様々なイベントの開催により，商
店街や周辺施設での買い物利用者が増加するな
ど，賑わいの創出に繋がっている。
・しかしながら，「オリオン市民広場」においては，集
客数は大幅に回復しているものの，目標値に達成
していない。
・水上公園においては，水遊び施設の利用が多い
夏期等においてキッチンカーの出店などにより，利
用者が集い，気軽に遊べる空間が創出され，整備
した施設の効果が現れている。

・新型コロナウイルス感染症の５ 類への移行（2023年5月）に伴
い，「オリオン市民広場」や「ユニオン通り」，「宮島町通り（通称：
餃子通り」，「地域交流センター」において，地域や商店街主導に
よる様々なイベント等が開催されるなど，整備した施設の有効な
利活用が図られている。
・水上公園においては，民間事業者によるキッチンカーの出店な
ど，公園の魅力・サービスレベルの向上が図られている。

・イベントの開催を通じて，地域住民や来訪者等と
の交流機会が創出されている。
・行政だけでなく地元商店街などにおけるＰＲや利
用者のSNSの発信などにより，餃子通りの知名度
が向上するなど，宇都宮市の観光入込客数※の増
加に繋がっている。

※R4：10,787,500人→Ｒ5：12,706,400人に増加

・市民から居住誘導の支援策に関する申請や事業
者からの都市機能誘導の支援策に関する問い合
わせが，多数く寄せられるなど，本市まちづくりの取
組に対する市民理解促進に繋がった。
・本制度の活用により，子育て世帯をはじめ，約350
世帯（約940人）の転入・転居が図られたことから，
まちなかへの居住誘導に寄与している。
・オフィス企業の新設・増設に係る支援について
は，これまでにオフィスを新設・増設した企業のう
ち，Ｒ５年度に７社に補助金を交付，１１人の新規雇
用枠が創出され，若者や女性をはじめとした雇用
機会の拡大が図られた。

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

整備した施設の利活用促進・維持管理

地域住民や来訪者等の交流促進

事後評価シート　添付様式5－③から転記

実施した具体的な内容

まちなかへの居住促進

・「オリオン市民広場」や「ユニオン通り」，「宮島町通り（通称：餃
子通り」，「地域交流センター(宇都宮駅東口）」地区でのイベント
の開催により，地域住民のほかイベント目的の来訪者など多くの
人が訪れ，賑わいの創出に繋がっている。
・特に，「宮島町通り（通称：餃子通り」においては，本市の観光
推進団体（１５団体）が，市内専門学生と協力し，「ＧＹＯＺＡモ
ニュメント」の常設での設置や沿道ビルへの「餃子通り壁面アー
ト」の描画など，餃子通りのさらなるにぎわいの創出と定着（認知
度）の向上を図っている。


















